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CASBEE評価省エネルギー性能
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構造：浅見達郎、佐々木聡、庄司裕明、佐藤浩太郎／設備：清水洋、佐藤啓明、重盛洸、石川栄一、野崎紘平

共同設計・監理　

ランドスケープ：オンサイト計画設計事務所

外装照明：ライトデザイン

計画概要

横浜みなとみらい21に計画された、地上19階・延床面積約10万㎡

の大規模オフィスビル。基準階はセンターコアを伴う110m×50m

メガプレートのワークプレイスと、１、2階にサポート施設とし

て、店舗・カンファレンスを備える。

このエリアは歩行者空間となる都市軸を中心に開発が進むなか、

計画地は横浜駅と接続するグランモール軸と、新高島駅から横浜

港へ伸びる積極的な緑化が推進されたキング軸が、街区内で交差

する特長を持つ。高規格なオフィスビルを提供するとともに、都

市軸の交点となる約6,000㎡の地域を開放されたオープンスペー

スと、オフィスの性能を重視する空間が、相互につながりながら

存在するデザインを目指している。

多様なワークプレイス

オープンスペースは大きな一つの雑木林と捉え、この地域にない

緑のボリュームと木陰を提供する。その中にサイズの異なる溜ま

りの場所を計画し、テーブルやラウンジチェア、カウンターなど

様々なアクティビティに対応した空間を散りばめた。2階エントラ

ンスはキング軸に面し約100mの大きな間口をもち、視覚的なつな

がりをつくった。緑を組込んだ家具をエントランス空間全体に展

開し、ワークスペースとしての機能を持たせている。内と外をつ

なぐペデストリアンデッキにも、緑に面しカウンターを配置し

た。季節や時間、シーンに合わせワークプレイスが選択でき、イ

ンスピレーションを得られる場を提供することで、オープンイノ

ベーティブな空間が街に拡張していく新しい試みである。

軸の交点に面してアリーナ型広場を配置し,イベント性の高い場所

も計画する。行き交う人々の多様なコミュニケーションが生まれ

る、多彩な賑わい場所となる。

コージェネ +地域冷暖房との関連

換気窓

の

延焼防止

開発免震技術「デュアルフィットダンパー」

本計画は最新の免震技術として、地震動の規模に応じた最適

な減衰力を発揮するデュアルフィットダンパーを開発、導入

した。デュアルフィットダンパーは小中地震での免震効果を

十分に発揮し、大きく長く揺れ続ける長周期・長時間の巨大

地震に対しても、揺れ幅を小さくし、かつ早く揺れを収める

仕組みを持つ。幅広いレベルの地震動に合わせた免震性能を

発揮し、建物の更なる安全性と事業継続性を確保している。

居心地良い環境を提供する放射空調

放射空調はドラフトや温湿度ムラの少ない快適な室内環境を

提供する。テナントオフィスに採用するにあたり、フレキシ

ビリティ向上の為に、空気による対流空調と併用した放射空

調とした。放射パネルは、従来のシステム天井に合わせて汎

用性・施工性・遮音性・耐震性の高い600角のパネルを新たに

開発し、着脱可能な継手と組み合わせることで、大規模テナ

ントオフィスでも高性能な環境を提供している。既存テナン

トビルにも採用可能な為、新築・改修問わず今後の放射空調

の最適解として普及拡大に繋がることが期待される。

事業継続を支えるコージェネレーションシステム(CGS)

主熱源としての地域冷暖房(DHC)と併用し、事業継続性

（BCP）向上を目的として耐震性に優れた中圧ガスを利用した

CGSを設置している。通常時は商用電力と系統連系し、ピーク

電力の削減に寄与しながら、停電時は非常時電源として事務

所のＯＡ電源の一部をバックアップする計画となっている。

また運転時に発生する排熱を空調熱源として利用すること

で、システム全体の総合効率を向上させている。CGSはDHCと

の共存により、熱需要ピーク削減を可能とし、地域全体の環

境負荷低減・BCP性能向上の一助となっている。

サスティナブルオフィス

このように時代が求めるecoBCP(※)は高い性能の設備システ

ムの設計と技術開発により、新しいオフィスの価値を提供す

る。庇を利用した室内窓廻りの環境負荷低減や、CGS排熱を利

用した高効率な放射空調システムなどの様々な技術を備える

ことで、標準ビル比45%減の省エネルギー（BEI値0.55）を実

現している。合わせて建物・室内の環境性能として「LEED-CS 

GOLD認証」や「CASBEE横浜Sランク」を取得する。

本計画は「WELL-Core&Shell GOLD認証」を日本初のテナント

ビルとして取得予定である。また環境問題の解決に貢献する

事業（グリーンプロジェクト）のグリーンボンドを活用し、

社会評価に幅広く取組み、ソフト・ハード面共に質の高い

ワークプレイスを実現している。

(※)非常時の事業継続機能(BCP)を確保した上で、平常時の節電・省エネ(eco)を実現する対策。
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